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怨
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雜

錄

强
制
權
は
各
人
の
意
思
に
基
き
で
生
じ
た
る
も
の
に
わ 

隨
つ
て
其
意
思
に
.反
し
て
之
を
拘
束
す
る
の
權 

力
を
^
す
る
も
の
に
し
で
 

>
抓
者
^
大
に
其
性
質
を
與 

R
せ
i
o 

:
3
れ
ば
秘
人
關
體
の
宿
す
る
權
カ
は
寧
ろ
命 

令
權
S
稱
す
る
の
穩
當
に
し
て
、
之
を
强
制
權ど
認
{ / 

る
は
班
鶴
の
見
解
に
は6
ら
ざ
る
な
-
^
0從
つ
て
强
制 

權
を
有
せ
ざ
る
秘
人
圓
體
の
權
力
は
、
到
底
經
濟
政
策 

上
の
權
カ
ど
な
る
を
得
ざ
る
や
勿
論
な6
0 

七
，
以
上
述
べ
た
る
所
に
ょ
ぅ
て
、
前
號
に
於
け
る
山 

本
氏
の
答
辯
に
對
す
る
疑
問
を
盡
し
た
る
が、

®1

言 

す
べ
き
は
、
予
の
前.論
に
於
て
、
氏
が
何
故
に.祕
人
團 

體
^
個
人
^
の
間
に
差
別
を
設
け*
後
遨
を
排
し
て
前 

激
の
み
を
經
濟
政
策
の
主
體
ビ
な
し
れ
る
や
に
關
し
て 

哲
問
を
發
し
た
る
に
？
此
間
題
に
對
し
て
は
今
囘
の
答 

婦

中|

t
も
論
及
せ
ら
る 
> 
听
な
し
o
然
れ
ど
も
氏
は 

前
述
の
如
く
#
人
が
組
合
規
約
を
作&
、
之
に
由
6
て 

杯

; *

せ

ら

る

ベ

き

こ

ビ

を

約

す

る

時

は

、

北

姐

合

の

-^

•

^

カ

は

當

然

經

濟

政

策

上

の

强

制

權

^

な

シ

得

べ

し

ど
 

主

張

す

る

を

以

て

"

斯

ぐ

の

細

<

む

ば

、

佩

人

も

砟

蹩
 

濟

政

策

の

主

任

ど

な

&

得

ざ

る

の

理

ぁ

る

べ

か

ら

ず

O

 

何

ビ

な

れ

ば

.

1

人

の

企

業

者

V
J

多

數

の

勞

働

蓉

S

が

所

第六號.

九大

謂
勞
働
協
約
を
締
結
し
、
勢
働#
:

g

企
業
镡
の
命
令
を 

遵
守
せ
ん
こ
e
を
誓
ふ
ビ
き
は.、

：

爾
後
企
業
#
の
命
/a 

は
勞
働
者
を
强
制
す
る
の
.權
能
を
有
ず
る_に
至
る
こ
€
 

組
合
の
規
約
^
毫
I
異
る
听
な
か
る

べ

け

れ
;3
:
な
&
0 

要
す
る
に
氏
の
歲
論
を
一.

賞
す
る
€
き
は
、
19
人
^.
'
も 

\

經
濟
政
策
の
主
體
€
な
す
に
6

&
ず
ん
ば
ゝ
論
1
の
^
 

底
を
得
ざ
る
に
至
る.べ
し
o

\

之
を
喪
す
る
に
上
來
檄
々
せ
る
が.如
く
、
今
囘
山
^
氏 

I

の
與
へ
ら
れ
^
る
答
辯
に
對
し
て
は
、♦
予
は
未
だ
以
て 

媳
に
推
服
す
る
こ
S
能
は
ざ
る
な
6

0
本
認
縮
輯
主
任 

高
城
仙
次
郞
氏
の
言
£
由

れ

ば『

由
來
我
國
に
於
ぐ
論 

帮
を
事
S
す
る
者
の
大
多
數
は
敵
手
の
議
論
が
正
鵠
を 

得
た
る
も
の
な
る
^
否
S
を
_

は

中

、

全

部

之

を

：&

定
 

す
る
の
僻
ゎ
办』(

國
段
經
濟
雜
誌
第
十
六
卷
第
三
號
听 

揭)

ミ
云
ふ
0
予
は
元
來
論
爭
の
爲
め
に
、
論
哦
を
好 

\

む
者
に
ぁ
ら
ず
、
又
猥6
に
新
奇
を
銜
ひ
て
敵
手
の
議 

論
を
窗
目
的
に
否
定
し
、
去
る
&
の
に
も
あ
ら
ざ
る
な 

h
'o
然
る
に
.も
拘
は
ら
ず
*
山
本
氏
の
所
說
R
對
し
て 

徹
頭
徹
尾
.、
:之
：̂
反
對
せ
ざ
る
5f
v
:得
ざ
る
は
、
予
の
*

•
だ
逍
慽
に
堪
へ
ざ
る
所
な
り
ビ
す
。

0
.
'へ

，'
'
.
v

(
(

大

JE
四
年
五
月
五
日
稿)

禅
，

6

經
濟
政
狻
の
湓
璲|:
躭
て
山
本
助
馼
扠U
JC
す

高

野

岩

三

郞

著『

統

計

學

硏

究

J

伙
化

p

 

¥ 

K月
大
倉
齡
店
發
行

 

ン
 

鄉
版
ナ

1-
!
五
十
六
迓
忠
傾
命
ニ
圆
五
十
錢 

一

本
得
は
裘
帝
國
大
战
法
科
大
羅
に
於
て
統
S

の
離
座
を
擔
任
f

 

る
、
高
肺
博
士
が
過
去
十
数
尔
問
| :

於

て『

國
家

學

會

雜

認

』

、

『

法

學

協

識

K

、『

货
郤
逮
會
雜
認』

、
3

代
經
濟
雜
認』

、『

統
計
_

u

f

紙
上
に
_

せ
ら
れ
交
論
文
二
十.四

篇

歲

錄
i

f

も
の 

众
リ
。
仙
ニ
十gl

l
i
s

文

中

ニ

沒

靜
S

倥

關
1

も
の
に

し
て
、
五
篇
は
i

の
方
法
を
論
じ
、
殘
餘
の
十
七
篇
は
人
口
の
1

 

及
诹
腺
他
に
經
濟
現
象
等
に
關
す
る
統
針
的
研
究
な
リ
と
す
。
而
し

X

一
 

M
最
後
の
統
；

研
究
巾
外
國
の
挪
惝
に
關
す
芯 
一一H'
-
の
騎
文
^
ぬ
き
一 

他
は
皆

着

漪
自
身
が
我
國
の
狀
態
|-
躭
旮
て
闕
み
ら
れ
し
研
究
な
リ
9 

\ 

益
究
間
艇
の
轰
る
も
の
は
結
婚
、
出
生
、
死
亡
*
出
t

s

と 

-の
關
係
、
國
民
所
得
等
I

と
す
。
.此
等
の
.獨
创
的
研
姥
は
本
傲
の
屯 

m

u
し
て
、
截
辨
の
最
も
意
^
用
ひ
ら
れ
し
も
0
な
^;
,55
>
'如
し
0

■

浮
本

H

岔
於

5

石

i

f

 

W

證

S

州ひを

ダ
、
^
翁
の
一
人
1
1し
て
、
典
綺
緻
綿
密̂
.る
調
逾
針
资#
1̂
糨
健
‘

.鲂
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批

評

と

招

介

.

•平
な
石
戳
は
本
齊
に
腿
若
る
馨
の
研
究
に
遺
憾
な
く
驟
せ
ら 

れ

り

。
§
れ
ば
本
#
,は
単
|-
本
郎
人
ロ
0

狀
態
に
就
吾
て̂

疏
^
る
. 

知
識
4<
»
.提

供

し

大

^

|

^

^

啓

發

.^
名
所
あ
.る
.の
，：み
^

ら
デ
、
社

歆
.^
. 

態
0

科
學
的
研
'统
.|;
關
.
.ず
る
1
好
典
範
4*
示
し
謂
#

1

1
1

大
刺
戟
と
餓 

多
^

益
な
る
暗
示
と
^
與
ふ
る
も
の
なり
と

_

ふ

可
し
。
齊
v
lt
I
B者 

が
多
忙
の
身
を
以
て
此
等
贺
®
な
る
論
文
か
取
集
編
漉
し
て
學
界
か
牌 

益
せ
ら
れ
れ
る
、
ャ
と̂
謝
し
且
つ
跳
せ
ざ5
如
^

ず
0

野
村
商
廳
纂

r

維
式
年
鑑

』
(

大疋四年度

；

> 

‘

伙
诚f

岬
！
！̂
大
坂
脏
时
商
庙
發
行
：

.

泐
版
七
可
三
十
七
頁
楚.愤
金
'
參

'圓

f
本谱は

4<.

帮
慶
備
綍
鋳
仲
黯

§

磨
麗
部

S

簕じ

係
^
も
の
に
し
て
’
由
と
し
て
难
邦
じ
於
け
る
公
市
擗
、
傲
猙
、
株
式 

!-
關
1

名
統
#|
を
腿
す
。
公
市
俊
傻
你
に
就
さ
て
は
各
^
發
行
期
H
、

聚
行
額
、
来
羅
額
、
蓮

期\
利
_
等
如
擧
げ
、
翁
に
就
き
て
は 

叨f

 
二
十一

电
以
後
大
正
三S

の
相
證
衾
し
、
市
傲
、
樹
你
に
：
 

魷
さ
て
は
最
近
兩
三
年
の
相
場
か
腿
せ?:
り
0
銀
行
#
社
は
中
；
な
る
も 

の
4.
命
槊
の
性
質
に
從
ひ
て
銀
行
、紡
續
、取
引
所,.
'
.戳
道
等
十
七
種1̂ 

分
晴
し
、
各
其
設
立
期
、資
本
命
額
 

>株
數
"现
任
.m
役
氏
名
、決
銘
期
、

配
當
金
交
附
期U
、
配
常
_

、
现
株
虫
数
"
4
<讴
三
¥
.
鹿
の
贷
惜
對
照 

表

、
，

抑
！！

祺

益&

算
峩
>
.
最
近
数
微
牟
間
の株
玫
相
場
褒‘
掲
げ
，
且

' 

§

0
 
-

-

九

七
.



谘

九

怨

(

六
九
四)

批
評
と
招
介

つ
大
錤
行
火
喻
社1
1躭
さ
て
は
過
去
十.ー

简
印

間
！！

於

け

る

锬

業

成

賴 

1

锁
峩
を
添
へ
ね
吐
。
又
、
最
後L
ilt
l
般
樾
濟
金
融
U

關
す
る
賭
綿
：
 

骱
の
摘
要
か
腿
せK
薇
考
じ
供
せ
る
の
外
、
卷
頭
！
i
lt
咋
牢
度II

於
け 

る
大
奴
株
式
取
别
所
株
相
拗
の
髙
低
を
示
す
樊
龅
な
る
色
彩
刷
國
表
を 

柿
み
れ
ゅ
。

':

本
错
は
苺
阼
一
间
赃
村
商
店
が
興
前
年
十
二
刀
趦
の
統
計
如
集
收
觸
凝 

し
て
初
價
訛
你
拗
资
濟
の
發
彩
じ
资
す
^
爲
め
に
上
梓
す
る
も
の
尨
る 

，が
統
01
*
唞
瓚
の
統1

せ
る
點
1
!於
て
本
#

U
多
く
の
他
の
同
種
類
の
縐 

鐵
か
凌
雜
マ
る
の
み
な
ら
ず
"
我

背

-1
|
の
賭
統
舴
谱LL

優
る
所
少
か
ら 

ず
し
ズ
、
讪
秫
間
越
の
學
術
的
研
究
逝
の
縈
考
に
賢
す
る
所
少
し
と
せ 

ず
。
啬
人
は
本
畨
の
刊
行
が
永
久
に
繼
緻
せ
ら
る
\
こ
と
を
辂
望
し
て 

I k

圭

ざ
.る

な

り

。R

 

口̂

.

.

/

前
號
贫
十
七
其
下
段
八
行

c
r

u
d

i
t

e

i te
r

u
d

i
t

e

の
誤
植 

に
付
訂
疋
す
。
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學
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彙
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©

當
遝
敎
授
祕
贺
會.

今
次
の
淡
餓
院
議
員
總
選
擧U

は
秣
毅
蹯
、
姻 

切
#

典
衛
兩
敎
授
の
當
迴
せ.ら
れ
れ
る
か
以
て
，
理
財
學
會
は
政
殆
學 

會
と
合
併
！！
 V

五
/ J

四
ロ
午
後
艽
瞄
ふ
リ
義
熟
榔
內
' 

グ
弁
カ
ス*
ホー

. 

グ
じ
於
て
龈
贸
晚
錄
會
か
鵂
せ
リ
。
席
上
理
財
舉
會
代
峩
漪
大
矢
知
氏
：
 

邦
！：

政
治
學
會
代
表
密
の
祖
辭
ぁ
り
。

屈
！！

對
し
て
林
湖
切
兩
敎
授
は 

謝
辭
か
述
べ
、
次
い
で
鎌
田
塾
畏
V

所
感̂

隗
べ
ら
る
。
夫
ふ
り
瓦
じ 

に
胸
襟̂

^

き
て
歡
瞵
に
時
の
璐
る
か
篼
へ
ず
、
和
氣
黢
々
の
裡
じ
散 

會
し
れ
る
は
十
眸
過
ぎ
对^

さ
。
出
);

？；
浙
I t

兩
敎
授
の
外
！

i
，

鎌
•

田
勉
- 

長
、
お
田
称
雄*

例
部
、
高
城*
用
外
、
昀
の
四
敎
扠
、
大
穴
知
、
川
田
、 

.

森
、
淑
田"

木
村
、
多
田
、:木
暮
、.
藤
崎
、
吉
紂
、
松
村
、
極
外、
#

-
 

0
师
ノ
石
田
、
小
島
、
廣
糊
、
‘

上
田
.

拙
似
、
火
野
の
賭
粋
祺
、
.

及
政
，
 

治
學
會
幹•

缭

三

中

餘

洛

尨

り

き

，。

'

會
後
、
高
城
敎
授i

リ
僻
顿
1
同
じ
對
し
て
學
會
じ
對
す
る
務
望'4
*

_

'.
-
' 

ベ
ら
れ
"

同
陆L1
新1〗

雒
粋
祺
は
雜
，一

1

尔
幹
祺
i

リ
學
眢
一
切
の
祺
挤 

の 
_9)
賴
>

4 .
^

.

し
? :

リ
。(*2!

单)

：

川 僉 金 河 神 波 典

島 子 澤 村 崎 m 山

保 冬
.•' >■

善

一
m 三 寬 平

部 雄 ■ 裕 m 衛

鲲
岡
縣
倂
達
部
藤
田
村 

衆
京
市
_
町
區
平
河
町
六
ノ
ニ
十■
 

東
京
市
恕
跖
^
金

三

先

町

’
八

十

八

赞
地 

诳
京
市
这
區
萵
輸
雨
町
四
十
七
番
杣 

■大
坂
市
北
區
都
島
大
日
本
製
糖
社
宅 

取
京
市
怒
'跪
^
S 
丁
目
三
锻
地
'

犬
坂
府
下
天
被
券
村
常
盤
通::
'

錄

本

#

々

員

及

興

他

诳
斌
市
澎
坂
腽
靑
山
北
町
六
丁
目
五
十
八
锻
地 

來
窟
市
愁
跑
茏
公
園
九
號
地
六
嵆
地 

诳
寂
市
牛
込
跖
烬
勘
下
町 

横
汲
市
本
收
町
ニ
千
芄
瓦
黹
地 

千
梁
縣
姚
子
町

仙
戤
市
斯
傅
馬
町
五
千
代
田
組
策
北
文

®

• 

琅
货
7|
)

+
込
區
市
ク
谷
賊
肢
町
三

ft
地 

诳
垃
市
茳
腿
高
輪
雨
町
三
〇
锴
地 

诳
笕
市
汔
腿

m

田
辋
町
一
错
规 

班
谅
市
_

町

區

上

ニ

馏

町

十

一

:
ー
黹
地 

淸
國
！K

姐
大
俞
飢

诳
谅
市
本
郷
區
駒
込
西
片
町
十
侨
地
は
の
八
號 

蹯
岡
市
瓶
片
町
可
十
|
淠
籼 

衆
寂
市

I

之
區
命
杉
溆
町
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